
令和 7年 3月吉日 

面会制限の解除について 

感染症の流行時期及び施設内におけるコロナ感染拡大によって面会制限をさせていただき 

1 ヶ月以上経過しました。ご協力に感謝申し上げ、今回の施設内コロナ感染が収束した旨を報告

致します。 

 

◆コロナ感染者数 

 入居者様 30 名、職員 6名 

 

◆感染対応期間 

   R6 年 12/30 1 人目の感染者 

   R7 年 1/29 30 人目の感染者 療養期間最終が 2/3 に収束。 

 

◆タウン（ユニット）閉鎖期間が長引いた理由 

   ・感染経路の特定が難しく、複数のユニットで同時に感染者が出てしまった。 

   ・潜伏期間が長い傾向にあり、ユニット内での療養者対応が長期となった。 

   ・13 ユニットの内 8 ユニットが療養者対応を行い、爆発的な拡大となった。 

 

◆リラの感染マニュアルに基づき、実施した主な感染拡大防止 

   ・療養者の対応は個人防護具を装着した。 

   ・療養者対応の職員を可能な範囲で配置した。 

（療養者と非感染者を分けて対応した） 

   ・療養者の体調観察を継続し、療養食に切り替えた。 

   ・環境整備にも重点を置いた。 

   ・感染者発生タウン・ユニットは来客の出入り中止とした。 

    

 

長期にわたり療養者対応する職員に対し、ご家族から職員を気遣うお言葉をいただきました。 

コロナ感染が収束した安堵感とご家族のご協力に感謝するばかりです。 

残った課題にも取り組んでまいります。 

上記の様に収束をむかえ検討した結果、予定を前倒しし、3 月 1 日より通常面会再開を致します。 

感染対策に対するご理解とご協力を今後も宜しくお願い申し上げます。 

 

 

特別養護老人ホーム ジャルダン・リラ 

施設長 根崎佳香 

 


